
第 93 回全 国 図書 館 大会 東 京大 会 報告  

 

「み ん なで 創 ろう 図 書館 利 用教 育 ！― 実 践ア イ ディ ア 交流 広 場― 」  

 10 月 30 日（火 ） 9 時 30 分～ 16 時 30 分（於：国 立 オリ ン ピッ ク 記念 青 尐年

総合 セ ンタ ー  １ 階 102 号 室）  

参加 者 ： 81 名  

本分 科 会は ， ポス タ ーセ ッ ショ ン （ 9 時 30 分～ 12 時 30 分 ， 13 時 30 分 ～ 14

時）とパ ネ ルデ ィ スカ ッ ショ ン（ 14 時～ 16 時 30 分）の 二部 構成 を とっ た。以

下で は ，そ れ ぞれ の 概要 を 報告 す る。   

 

１． ポ スタ ー セッ シ ョン  

 ポ ス ター セ ッシ ョ ンで は ，大 学 図書 館 ，医 学 図書 館 ，公 共 図書 館 ，学 校 図書

館， 専 門図 書 館で の 利用 教 育の 実 践例 を 展示 し ，気 軽 に発 表 者と 情 報交 換 がで

きる 交 流広 場 をつ く った 。  大 学図 書 館に 関 して は ，次の 3 件の 発 表が 行 われ

た。 ① 天野 絵 里子 氏 （京 都 大学 附 属図 書 館） に よる 「 京都 大 学に お ける 図 書館

利用 教 育：学 生と 図 書館 員 との 知 識・技能 の 連環 を めざ し て」，② 渡 邊愛 子 氏と

藤澤 こ ず江 氏（東 北 大学 附 属図 書 館）によ る「「 東北 大 学生 の ため の 情報 探 索の

基礎 知 識」のあ ゆ み」，③ 市古 み どり 氏（ 慶 應義 塾 大学 信 濃町 メ ディ ア セン タ ー）

と上 岡 真紀 子 氏（ 同 大学 理 工学 メ ディ ア セン タ ー） に よる 「 慶応 義 塾大 学 にお

ける K I TI E と PATH を 利 用し た 情報 リ テラ シ ー教 育 」であ る 。医 学 図書 館 に関

して は ，松 本 直子 氏 （聖 路 加看 護 大学 図 書館 ） が「 聖 路加 看 護大 学 図書 館 の事

例：『図 書 館利 用 教育 ガ イド ラ イン － 大学 図 書館 版 －』 10 項 目に よ る評 価 の試

み」 と 題し て 発表 を 行っ た 。公 共 図書 館 に関 し ては ， 森谷 芳 浩氏 （ 神奈 川 県立

川崎 図 書館 ） が「 プ ロモ ー ショ ン ・ス ラ イド と 新た な 利用 支 援」 と 題し て 発表

を行 っ た。 学 校図 書 館に 関 して は ，松 田 ユリ 子 氏（ 神 奈川 県 立相 原 高校 ） と宮

永敏 明 氏 （同 県 立小 田 原 城東 高 校 ）が 「 Libr ar yN AVI（ ラ イ ブラ リ ー ・ナ ビ ）

を使 っ た情 報 リテ ラ シー 教 育」と題 し て発 表 を行 っ た。専門 図 書館 に 関し て は，

青木 玲 子氏 （ 埼玉 県 男女 共 同参 画 推進 セ ンタ ー ）が 「 利用 者 と共 に 創る 女 性セ

ンタ ー の利 用 教育：KN O W- HO W 会 議 MEXI CO・グ ラ スゴ ー 女性 図 書館 の 事例

から 」 と題 し て発 表 を行 っ た 。   

 こ の ほか ， 図書 館 利用 教 育委 員 会に 関 する 展 示も 行 われ た 。具 体 的に は ，当

委員 会 の活 動 の歴 史 に関 す る資 料 の頒 布，『利 用 教育 委 員会 通 信』の 復刻 版の 展



示と 頒 布， 紀 伊国 屋 書店 に よる 当 委員 会 編集 ・ 監修 の 『情 報 の達 人 』な ど の映

像教 材 の上 映 や関 係 資料 の 展示 を 行っ た 。   

 

２． パ ネル デ ィス カ ッシ ョ ン  

 パ ネ ルデ ィ スカ ッ ショ ン では ， コー デ ィネ ー ター の 丸本 郁 子氏 （ 大阪 女 学院

短期 大 学名 誉 教授 ， 元図 書 館利 用 教育 委 員会 委 員） に よる 概 要説 明 のの ち ，パ

ネラ ー によ る 利用 教 育の 実 践例 の 発表 と 全体 討 議が 行 われ た 。   

 

2 .1 パ ネラ ー によ る 利用 教 育の 実 践例 の 発表  

 各 パ ネラ ー から 10 分 ずつ 利 用教 育 の実 践 例の 発 表が 行 われ た。パネ ラ ーは ，

ポス タ ーセ ッ ショ ン の発 表 者の 松 田氏 ， 森谷 氏 ，渡 邊 氏， 天 野氏 ， 上岡 氏 であ

る。   

 松 田 氏 は， Libr ary NAVI（ラ イ ブラ リ ー ・ナ ビ ）を 使 っ た 情報 リ テ ラシ ー 教

育の 実 践例 を 紹介 し た 。Libr ary NAVI とは ，神 奈川 県 内の 学 校図 書 館員 か らな

る神 奈 川県 学 校図 書 館員 研 究会 の 県央 地 区会 B 班 が 2002 年 から 5 年越 し で開

発し て きた ，ま っ たく 新 しい 形 の情 報 ツー ル・メ デ ィア で ある 。そ の基 本 形は ，

A 4 の 用 紙を 横 長に し ，そ れ を斜 め に 2 分 割し ， 6 つに 蛇 腹折 した も ので あ る。

製 作 上の ル ー ル は，「 Libr ary NAVI」（ 以 下 ， LN と い う ） の ロ ゴ を表 紙 に 入 れ

るこ と ，裏 側 の右 下 に自 分 のマ ー クを 入 れる こ とで あ る。 コ ンテ ン ツに は ，資

料の 探 索法 ，Ho w  to も の，Wh at も の，その 他 があ る 。例 え ば ，「本 の 探し 方 」

LN，「 イ ンタ ー ネッ ト どう や って 調 べる の？ 」LN，「 Wh at  i s  『 Libr ar y  NAVI』」

LN，「 学 校図 書 館ト リ ビア 」 LN な ど ， 250 種 類 以上 あ る。 松 田氏 は， こ の LN

を使 っ た情 報 リテ ラ シー 教 育の 実 践例 と して ，( 1 )高 校 の新 入 生を 対 象 と し た図

書 館 ガ イ ダ ン ス で の 活 用 ， ( 2 )高 校 の 授 業 と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ， ( 3 )図 書 館 員

や教 員 ，生 徒 を対 象 とし た LN を作 る ワー ク ショ ッ プを 挙 げら れた 。   

 森 谷 氏は ， 神奈 川 県立 川 崎図 書 館で 作 成し た 「プ ロ モー シ ョン ・ スラ イ ド」

につ い て紹 介 した 。 同館 は ，理 工 学分 野 の資 料 のみ を 収集 対 象と し てい る 公共

図書 館 であ る 。同 館 では ， 図書 館 をふ だ ん利 用 して い ない 人 たち に 対し て ，図

書館 の 存在 と その 利 用価 値 を認 め ても ら うた め に， 映 像に よ る「 プ ロモ ー ショ

ン・ ス ライ ド 」を 作 成し た 。森 谷 氏は ， この ス ライ ド を作 成 する に あた っ て，

次の 二 点に 留 意し た とい う 。第 一 は， メ ッセ ー ジ性 の 強化 で ある 。 利用 案 内パ

ンフ レ ット の 単な る 映像 版 に終 わ らせ な いた め に，「科 学 技術 」「 産業 と ビジ ネ



ス」とい う よう な テー マ を設 定 し，図書 館 の特 徴 を紹 介 した 。また ，「 知る 」「 学

ぶ」「相 談 する 」と い うよ う に，図 書館 へ の主 体 的な 関 わり 方 を表 現 する 述 語を

キー ワ ード と して サ ービ ス を紹 介 した 。 第二 は ，作 成 しや す い環 境 であ る 。作

成ソ フ トは ，標 準的 なプ レ ゼン テ ーシ ョ ンソ フ トで あ る Po we r  Po in t とし ，シ

ーン の 入れ 替 えな ど 編集 が 容易 に 行え る よう に した 。 また ， 画像 は ，セ ン スが

求め ら れる 動 画で は なく ， デジ カ メ等 で 写し た 静止 画 を使 い ，ア ニ メー シ ョン

機能 に よっ て 動き を 与え た 。こ の スラ イ ドは ， 企業 の 見本 市 や展 示 会な ど ，図

書館 以 外の 場 所で 上 映さ れ ，新 た な利 用 者の 開 拓を 行 って い ると い う。   

 渡 邊 氏は ， 東北 大 学の 図 書系 職 員が 執 筆し て いる 『 東北 大 生の た めの 情 報探

索の 基 礎知 識』（ 以下 ，『 基 礎知 識 』と い う） の あゆ み を紹 介 した 。『 基 礎知 識』

は， 全 館で の 講習 会 の内 容 を均 質 化さ せ るこ と ，学 生 が自 学 自習 で きる 教 材を

作成 す るこ と を目 的 とし て ， 2003 年 に刊 行 され た 。そ の 後， 2004 年 に は， 論

文を 書 くと い う視 点 を取 り 入れ て 『基 本 編』 を 刊行 し ，新 入 生や そ の他 希 望者

に無 料 配布 し てい る 。な お，『 基本 編 』 は 2006 年 と 2007 年 に改 訂 を行 っ てい

る。2005 年 には『自 然 科学 編 』を 刊 行し た 。翌 2006 年 には こ の『 自 然科 学 編』

を一 般 向け に 改訂 し，『 理・工・医・薬系 学 生の た めの 学 術情 報 探索 マ ニュ ア ル：

電子 ジ ャー ナ ルか ら 特許 ・ 会議 録 まで 』 と題 し て販 売 した 。 2007 年 に は，『人

文社 会 科学 編』と『基 本 編』の英 語 版（ ダ イジ ェ スト ）を 刊 行し た。『 基 礎知 識 』

シリ ー ズ刊 行 の効 果 とし て は ， ( 1 )冊 子 体 ，we b 版 だ けで な く ，オー プ ンソ ー ス

（ wo r d 文 書 ）とし て 全国 の 図書 館 に配 布 する こ とで ，多く の 図書 館 員と 情 報の

共 有 が で き て い る こ と ， ( 2 )図 書 館 の 初 任 者 研 修 用 に も 利 用 し て い る こ と ， ( 3 )

全学 授 業「 大 学生 の ため の 情報 検 索術 」 を担 当 する こ とに な った こ とな ど が挙

げら れ る。 今後 は， 冊 子体 の 刊行 を 継続 す ると と もに ， e- l e ar nin g の 教 材の 開

発を 検 討し た いと い う。   

 天 野 氏は ， 京都 大 学附 属 図書 館 が行 っ てい る さま ざ まな リ テラ シ ー支 援 教育

の取 り 組み の うち ，全学 共 通科 目「 情 報検 索 入門 」への 参 画と ，講 習 会「 論 文 ・

レポ ー トを 書 くた め の文 献 収集 講 座」（ 以下 ，文 献収 集 講座 と いう ）の 実施 の 2

点を 紹 介し た 。まず ，「情 報 検索 入 門 」は ，分 類 ，目録 ，参 考 ，イン タ ーネ ッ ト

／デ ー タベ ー スの 4 つ の テー マ で，そ れぞ れ 異な る 教員 が 講 義を 担 当し ，次 の

週に テ ーマ に 応じ た 演習 を 行う 半 期の 科 目で あ る。 こ の科 目 で， 図 書館 員 は，

演習 で の学 生 のサ ポ ート や 演習 課 題の 作 成等 を 行っ て いる 。 これ ら は， 若 手職

員に と って 必 須の 研 修と 位 置づ け られ て いる 。若 手 職員 は，日 常業 務 とは 別 に，



限ら れ た時 間 で教 員 のガ イ ダン ス のも と に一 つ の授 業 を作 り 上げ る 中で ， チー

ムワ ー ク， 利 用指 導 やテ キ スト 作 成の テ クニ ッ ク， プ レゼ ン テー シ ョン の スキ

ル向 上 をめ ざ して い る 。次 に，「 文 献収 集 講座 」は ，主 にこ れ から 卒 業論 文 に取

り組 む 学部 3・ 4 回 生を 対 象に 附 属図 書 館が 行 って い る独 自 の講 習 会で あ る。

その 主 な内 容 は，O PAC や CiNi i な ど 基本 ツ ール の 紹介 ，G oog le の 便利 な 検索・

使い 方 を通 じ たイ ン ター ネ ット 検 索の 特 徴 ，En dno te  We b な どに よ る文 献 整理

の方 法 であ る。「 情 報検 索 入門 」と「 文 献収 集 講座 」で は学 生 に対 し てア ン ケー

トを 実 施し て いる 。 学生 か らの 回 答内 容 は， 図 書館 員 の仕 事 にと っ て役 立 つ情

報の 宝 庫で あ り， 成 果や 改 善点 な どが 見 えて く る。 図 書館 員 は， そ れら を 次の

利用 教 育の 機 会に 活 かし ，学 生 に還 元 でき る よう に 努力 し てい ると 述 べら れ た。  

 上 岡 氏は 「 K e io  In ter ac t iv e  Tu to r ial  on  I nfo r m at io n  Ed uc at io n 」 (K I TI E）

と「 Passag e  fo r Ac ade m ic Tr a in in g He lp」（ PATH） の紹 介 を行 っ た。 ま ず，

KI TIE は ，大 学の 1・ 2 年 生を 対 象に ， 情報 リ テラ シ ー習 得 を目 的 とし た ウェ

ブ チ ュ ー ト リ ア ル で あ る 。 米 国 大 学 研 究 図 書 館 協 会 （ A C R L） に よ る 情 報 リ テ

ラシ ー 能力 基 準を も とに ，「 レ ポー ト を書 く」「情 報 の種 類 と特 徴」「情 報 を収 集

する 」「情 報 を評 価 する 」「情 報 を活 用 する 」「プ レ ゼン テ ーシ ョン を する 」の 6

章と ， プレ テ スト ， ファ イ ナル テ スト ， 資料 集 ，用 語 集で 構 成さ れ てい る 。次

に， PATH は ， 1・ 2 年生 の ため に， KI TI E より も 易し く 基本 的な 内 容を ，動 画

で学 習 する こ とが で きる チ ュー ト リア ル であ る。こ れは， KI T I E の 内 容が 大 学

1 年生 に とっ て は尐 々 難し い ， 400 ペ ー ジも の 教材 を 読む の はき つ いと い う教

員か ら のコ メ ント を きっ か けに 開 発さ れ た。PATH は，「大 学 に おけ る 学び 」「 各

キャ ン パス の メデ ィ アセ ン ター 」「検 索 のテ ク ニッ ク」「 KO SMO S（蔵 書検 索）」

「記 事 索引 デ ータ ベ ース を 使う 」から な る 。K I TI E と PATH は，と もに 講 義の

補助 教 材と し て活 用 され て いる 。 また ， 知識 ・ スキ ル の伝 達 によ る 情報 リ テラ

シー 教 育に は 限界 が ある た め， レ ファ レ ンス デ スク で の学 生 との 対 話も 重 要で

ある と 指摘 さ れた 。   

 

2 .2 全 体討 議  

 全 体 討議 で は， コ ーデ ィ ネー タ ーの 丸 本氏 を 中心 に ，下 記 の点 が 話し 合 われ

た 。  ( 1 )図 書 館 内 に お け る 図 書館 利 用 教 育 実 施 に 向 けて の 環 境 づ く り （学 内 で

の 合 意 形 成や 人 員 の 確 保 な ど ） につ い て   ( 2 )公 共 図書 館 に お け る 利 用教 育 に

つ い て   ( 3)高 校 時 代 に 情 報 科を 履 修 し て い る 大 学 新入 生 の 図 書 館 利 用に つ い



て 。 高 校 時代 に 情 報 科 を 履 修 し てい な い 大 学 生 と の 違 いに つ い て   ( 4)大 学 図

書館 が 実施 す る講 習 会に お いて ， 学生 が 集ま り やす い 曜日 や 時間 帯 はあ る かど

う か に つ いて   ( 5 )参 加 者 に よる 静 岡 県 の 学 校 で の 読書 活 動 推 進 の 取 り組 み の

紹介 （ 静岡 県 教育 委 員会 社 会教 育 課「 読 書県 し ずお か Boo k サイ ト 」静 岡 県教

育委 員 会（ オ ンラ イ ン），入 手 先，（ U RL 最 終確 認 ： 2007- 12- 07）．）   

 

３． 実 践の 交 流を ！  

 本 分 科会 に は， 各 館種 の 図書 館 員を 中 心に 81 名 が 参加 し た。 参 加者 に 対す

るア ン ケー ト の集 計 結果 に つい て ，ポ ス ター セ ッシ ョ ンは ， 参加 し て「 大 変良

かっ た」が 45％，「 良 かっ た」が 14％ であ る。パ ネル デ ィス カッ シ ョン は，参

加し て 「大 変 良か っ た」 が 9％ ，「 良 かっ た 」が 46％ であ る 。両 者 とも ， アン

ケー ト 回答 者 の半 数 以上 か ら，良 かっ た とい う 高い 評 価を 得 た 。 参加 者 は，ポ

スタ ー セッ シ ョン ， パネ ル ディ ス カッ シ ョン と もに ， アッ ト ホー ム な雰 囲 気の

中で 情 報交 換 する こ とが で きた 。 単な る 知識 の 学習 や 先進 事 例の 紹 介だ け では

なく ， 今後 は ，図 書 館員 が 中心 と なっ て ，図 書 館実 践 の交 流 とと も に， 図 書館

員間 で コミ ュ ニケ ー ショ ン でき る 場を 積 極的 に つく っ てい く 必要 が ある と 考え

る。  
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最終 更 新： 2008（ 平成 20） 年 3 月 24 日  
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